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福祉センター跡地

議
　
　
　
案

　

６
月
定
例
会
は
６
月
３
日
か
ら
11

日
ま
で
の
９
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
１

億
４
９
９
１
万
１
０
０
０
円
を
減
額

し
総
額
36
億
７
９
４
５
万
１
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
事
業
清
算
及
び
実
績
に
伴
う
も
の

で
総
額
15
億
６
７
８
２
万
３
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

は
１
８
４
３
万
２
０
０
０
円
を
追
加

し
て
総
額
34
億
４
４
４
３
万
２
０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

主

な

内

容

　

住
民
税
に
関
す
る
改
正
は
年
収
の

壁
、
１
０
３
万
円
が
20
万
円
引
き
上

げ
ら
れ
給
与
収
入
で
、
１
２
３
万
円

の
場
合
で
も
各
種
扶
養
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
19

歳
以
上
23
歳
未
満
の
子
な
ど
に
つ
い

て
は
、
１
２
３
万
円
を
超
え
た
場
合

も
一
定
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
新
た

な
特
定
親
族
特
別
控
除
が
創
設
さ
れ

収
入
要
件
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

二
輪
車
の
50
㏄
（
原
付
）
以
下
は

新
た
な
排
ガ
ス
規
制
が
11
月
か
ら
開

始
さ
れ
ま
す
が
、
規
制
を
ク
リ
ア
す

る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
そ
れ
に
伴

い
、
新
た
に
１
２
５
㏄
以
下
の
二
輪

車
の
最
高
出
力
を
原
付
並
み
に
制
御

し
て
生
産
す
る
こ
と
と
な
り
原
付
と

同
じ
税
額
と
す
る
改
正
。

　

国
民
健
康
保
険
税
が
医
療
費
分
の

限
度
額
が
65
万
円
か
ら
66
万
円
に
後

期
高
齢
者
分
が
24
万
円
か
ら
26
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
高
所
得
者
の
方

に
と
っ
て
は
年
間
３
万
円
の
負
担
増

で
国
民
健
康
保
険
税
の
最
高
限
度
額

は
１
０
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
医
療
費
分
の
所
得
割
率
を

８
・
５
％
か
ら
７
％
に
引
き
下
げ
と

軽
減
さ
れ
ま
す
。
５
割
軽
減
及
び
２

割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
軽
減

判
定
に
用
い
る
所
得
の
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

住 民 課 　 窓 口
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海のまち診療所の収入が減

新診療所建設、今後の取り組みは

上関海峡温泉、来年度に大規模改修へ

町 営 バ ス

産 業 厚 生 常 任 委 員 会産 業 厚 生 常 任 委 員 会

産業関係産業関係

厚生関係厚生関係

  令和6年度の海のまち診療所収入の補正が
20％減となっているが、要因は。

�   令和 5 年度と６年度を比べると診療日数
は変わらないが、診療時間が減ったことが
影響していると考える。特に後期高齢者医
療診療の減が大きい。

  上関海峡温泉の設計業務委託料の内容は。
�   4 月中旬に木の浴槽の下の地下室の天井

からの漏水が目立つようになった。業者が
調査したところ、タイルの浮きなども多々
あり、塩分が多い泉質のため経年劣化が著
しく進み、防水層と配管の隙間から漏水し
ている状態ではないか、とのことだった。
現在漏水は処理しているが、これ以上増え
ると建物本体の劣化が進む心配があり、急
遽、工事の調査設計をする必要が出てきた
ため。

  大規模な工事になるのか。
�   大規模な改修になると思う。場合によれば

1 か月程度休業して改修工事を行うこと
になると思う。工事は来年度の予定。

  取りやめになった旧中央公民館跡地での新
しい診療所の建設だが、今後の取り組みは。

�   ボーリング調査の結果、パイル（杭）を打
ち込んで地盤強化をしなくてはならない
という調査結果が出た。そうすると一般財
源から 5000 万円以上の繰り出しが必要
になるが、そうなると財政破綻へ一気に押
し進むという財政部局からの指摘があっ
た。財源の確保、打ち込み工事による近隣
住宅への影響、この 2 つの点からいった
ん立ち止まって、延期という形をとってい
る。とはいえいつまでも中国電力の建物を
借りるわけにもいかない。この 2 点をクリ
アできれば、また議会にお諮りしたい。

  町営バスの路線変更について、要因は。
�   現在3路線あるが、長時間停車している便も

あり利用者にとって不便であること、利用
者数が減少傾向にあることから再編する。

  経費は削減されるのか。
�   削減される。経費のことも考えながら住民

サービスも低下させないという中で、2 路線
で十分かということについて交通体系の会
議を何度も繰り返してきている。そういっ
た会議の承認を得て議会に提案し、10 月 1
日には実施したい。9月議会には時間帯等を
お示しできると思う。

  道の駅はどのようにリニューアルされるのか。
  スペース的なことで言えば、入って右奥の
コーナーにヤマザキショップの品を販売す
る。町内に日用品などを購入できるところ
が少ないという苦情もあり、この取り組み
は道の駅にも住民にもプラスになる。また
農産物や鮮魚はレジの近くに配置し、情報
コーナー付近のカウンターは低くして利用
しやすいようにする。

  リニューアルの目的は収益改善のためとあ
るが、買い物難民対策が収益改善につなが
るのか。
  当然収益のことも考えて取り組まなければ
ならないが、住民の利便性をあげるという
のも大事なこと。利便性を向上しながら収
益も改善させていくという考え。

  今回の改修は計画的なものか、突発的なも
のか。

�   突発的なもの。

町営バス、２路線に

道の駅、リニューアルの内容は
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総務関係総務関係

総 務 文 教 常 任 委 員 会総 務 文 教 常 任 委 員 会

  防災備品用品とは、具体的にどういったも
のか。また、どこに備蓄しておくのか。
  折り畳み式のワンタッチベッド、テント式
のパーティション、自動ラップ型トイレ

（モバイルバッテリーで稼働する、排泄物
をラッピングして臭いを出さないように
する災害用トイレ）、給水タンクを考えて
いる。場所は、長島、室津、八島、祝島に
配備を考えている。

  上関町人権施策推進審議会が新たに設置
されるが、どういったものか。
  山口県の人権推進指針が改定されたこと
により、今までは人権施策推進協議会だっ
たものを条例改正し、審議会とするもの。

文教関係文教関係

  高校でのタブレット購入が保護者負担と
なるのか。また、３月議会でバス通学等に
関して質問したが、その後の進展は。
  タブレットについては、各県によって対応
が違うと聞いている。山口県の場合は自己
負担が発生するが、これ以上負担が増えな
いよう県にお願いしている。通学について
も同様に県にお願いをしており、検討中。

  中学校の部活動地域移行についてどのよ
うな現状か。
  町ではもともとソフトテニス部のみだっ
たが、令和７年５月より総合文化部の活動
を開始。ソフトテニス部では、昨年度３月
より地域展開が始まり、休日の通常の練習
において地域ボランティアの協力により
運営されている。平日についても、地域の
ボランティアと教職員による指導がなさ
れ、教職員の負担軽減は着実に進められて
いるという状況。総合文化部については町
立図書館の館長指導の下、完全な地域クラ

ブとして活動。

  ソフトテニスがグラウンドで練習する際、
硬式野球の練習をしていると、テニス場に
野球ボールが飛んで怪我をしないか。設備
面で工夫される予定があるか。
  テニスと野球の使用時間が被る場合、野球
をする団体にバッティング練習をしない
ようお願いをしているため、設備面は現時
点では考えていない。

  来年度、祝島小学校が飛び複式の３学年に
なるが、校舎の用意はどうなっているのか。
また、世帯数が増えるに伴い、学校給食に
ついてどのように考えているか。
  校舎は、医師住宅の仮使用を検討。決定次
第、改めて住民説明を行う。給食に関して
は祝島小学校では難しい。検討中。

  中学校でAIや ICTを使ってどのような授
業を行っているか。
  先生と生徒が双方向でやり取りをし、授業
の支援をするアシスタントツールや、タブ
レットのドリルを導入。また、タブレット
を使い、第２言語で外国語を学んでいる海
外の生徒とのやり取りを年２回行う授業
をスタートしている。さらに、生成 AI を
使って試験的にどのような効果があるの
かを中学校で検証している。

防災備品用品の内容は

硬式野球の練習は

祝島小学校の校舎の用意は

タブレットの活用

人権施策推進審議会を設置

タブレット購入の負担は

部活動地域移行の現状は

タブレットを使った授業
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６
月
定
例
会

　
６
名
の
議
員
が
８
件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

“
中
間
貯
蔵
施
設
、
今
後
の
行
方
は
”　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

第
６
次
総
合
計
画
公
表

山村　泰志 議員

中
間
貯
蔵
施
設
関
連
に

中
間
貯
蔵
施
設
関
連
に

つ
い
て
２
点
問
う

つ
い
て
２
点
問
う

　

３
月
議
会
で
中
間
貯
蔵
施
設
導
入

の
判
断
に
つ
い
て
、
質
問
を
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
町
長
は
、
導
入
判
断

に
は
議
員
間
議
論
が
必
要
と
の
答
弁

を
さ
れ
た
が
、
現
状
は
原
子
力
に
関

す
る
議
論
は
既
に
尽
く
さ
れ
た
状
態

だ
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
１
点
目
。

導
入
判
断
に
つ
い
て
、
い
つ
議
決
を

要
す
る
か
再
度
問
う
。
２
点
目
。
今

町
民
、議
会
の
意
向
を
踏
ま
え
て
判
断

電
源
交
付
金
の
情
報
発
信
は
重
要

質
問

　
１
点
目
の
質
問
に
つ
い
て
。
最
終

的
に
は
議
会
の
議
決
に
従
う
べ
き
と

思
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
、
熟

議
な
し
に
判
断
で
き
な
い
と
認
識
。

議
会
で
も
議
論
を
尽
く
し
て
い
た
だ

き
、
町
民
、
議
会
の
意
向
を
踏
ま
え

判
断
す
る
。
２
点
目
の
質
問
に
つ
い

て
原
電
交
付
金
に
関
す
る
情
報
発
信

の
強
化
は
、
町
民
の
理
解
促
進
に
繋

が
る
。
本
町
の
情
報
発
信
は
、
広
報

紙
や
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
、
加
え
て
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

さ
ら
に
多
様
で
効
果
的
な
周
知
に
取

り
組
み
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

一
度
、
町
民
へ
原
子
力
関
連
交
付
金

に
関
す
る
交
付
経
緯
や
充
当
施
設
を

周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

町
民
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
町
長

の
見
解
は
。

海下 竜一郎 議員

中
間
貯
蔵
施
設
に
か
か
る
調
査
結

中
間
貯
蔵
施
設
に
か
か
る
調
査
結

果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
は

果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
は

　

現
在
、
中
国
電
力
が
中
間
貯
蔵
施

設
に
関
す
る
調
査
・
検
討
を
進
め
て

い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
踏
ま

え
た
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
分

析
は
、
過
去
実
施
さ
れ
た
同
様
の
ケ

ー
ス
で
、
半
年
程
度
か
か
っ
た
と
聞

い
て
い
て
、
昨
年
11
月
に
現
地
作
業

を
終
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

い
ず
れ
調
査
結
果
の
報
告
が
あ
る
と

思
う
。
現
時
点
で
中
国
電
力
か
ら
進

捗
状
況
な
ど
の
報
告
は
な
い
か
、
ま

た
今
後
、
中
国
電
力
か
ら
調
査
結
果

が
町
に
示
さ
れ
た
場
合
、
町
長
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

必
要
に
応
じ
て
議
会
へ
の
説

明
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

質
問

　
中
間
貯
蔵
施
設
は
、
現
在
調
査
段

階
に
あ
り
適
地
か
ど
う
か
具
体
的
な

報
告
は
受
け
て
い
な
い
。
中
国
電
力

に
は
、
慎
重
に
分
析
・
評
価
を
行
っ

て
も
ら
う
と
共
に
、
町
民
へ
の
丁
寧

な
情
報
提
供
、
先
進
地
の
視
察
研
修

の
実
施
、
周
辺
市
町
へ
の
適
時
適
切

な
情
報
提
供
な
ど
も
継
続
し
て
確
実

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
中
国
電
力
か
ら
、
調
査
結

果
が
町
に
示
さ
れ
た
場
合
、
調
査
結

果
を
聞
く
と
共
に
、
必
要
に
応
じ
て

議
会
へ
の
説
明
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

中間貯蔵施設イメージ図
提供：リサイクル燃料貯蔵（株）
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町
長
の
考
え
る
第
６
次
総
合

町
長
の
考
え
る
第
６
次
総
合

計
画
の
重
要
施
策
に
つ
い
て

計
画
の
重
要
施
策
に
つ
い
て

中
間
貯
蔵
施
設
の
現
地

中
間
貯
蔵
施
設
の
現
地

視
察
に
つ
い
て

視
察
に
つ
い
て

　

４
月
中
旬
に
町
の
最
上
位
計
画
で

あ
り
、
今
後
の
10
年
に
お
け
る
取
り

組
み
の
内
容
を
示
す
「
第
６
次
総
合

計
画
」
が
公
表
さ
れ
た
。
町
は
Ｈ
Ｐ

に
同
計
画
の
全
体
版
と
概
要
版
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
概
要
版
は
、
各

戸
配
布
を
行
い
、
町
民
に
周
知
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
計
画
の
施
策
は
数
多

く
あ
り
、
町
民
は
、
町
が
今
後
、
ど

う
い
っ
た
施
策
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
分
か
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。
何
を
優
先
課
題
と
考
え
、

ど
う
い
っ
た
施
策
を
重
要
施
策
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

当
町
は
、
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
と
い
う
目
的
で
、

町
民
・
職
員
を
対
象
に
茨
城
県
東
海

村
の
同
施
設
へ
の
視
察
研
修
を
実
施

し
て
い
る
。
町
長
は
常
々
、『
自
分

の
目
で
確
か
め
て
判
断
し
て
い
た
だ

き
た
い
』
と
発
言
さ
れ
て
い
る
。
な

ら
ば
、
中
国
電
力
が
建
設
を
検
討
し

て
い
る
場
所
も
直
接
見
て
判
断
さ
れ

る
べ
き
。
か
な
り
の
山
を
切
り
崩
さ

な
け
れ
ば
建
設
で
き
な
い
こ
と
は
現

地
を
見
れ
ば
容
易
に
想
像
が
で
き
る
。

町
長
自
身
、
ま
た
町
民
・
職
員
の
現

地
へ
の
視
察
を
検
討
さ
れ
る
か
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す

現
地
で
は
な
く
中
間
貯
蔵
施

設
を
見
て
賛
否
の
判
断
を

質
問

質
問

　
結
論
か
ら
申
し
上
げ
る
と
、
第
６

次
総
合
計
画
の
「
施
策
の
重
点
方
向
」

お
よ
び
「
基
本
目
標
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る
事
項
が
優
先
し
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
あ
り
、
重
要
施
策
と
な

る
。
基
本
的
に
は
、
町
民
の
皆
様
が

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
、

「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」
と

思
え
る
よ
う
な
持
続
可
能
な
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
皆
様

と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

計
画
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
現
在
、
中
国
電
力
に
よ
る
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
の
現
地
作
業
を
終
え
、
デ

ー
タ
解
析
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
、

調
査
結
果
が
出
て
な
い
状
況
。
現
地

視
察
に
「
行
く
・
行
か
な
い
」
の
議

論
を
す
る
段
階
で
は
な
い
。
そ
れ
よ

り
も
中
間
貯
蔵
施
設
が
ど
の
よ
う
な

施
設
な
の
か
を
実
際
に
見
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
。
今
後
も
東
海
第
二

発
電
所
へ
の
視
察
事
業
を
継
続
し
、

多
く
の
住
民
の
方
に
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
む
。
住
民
の
皆
様
に

は
実
際
に
施
設
を
見
た
う
え
で
、
賛

否
の
判
断
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

清水 康博 議員

古泉 直紀 議員

「第６次総合計画」全体版・概要版

中間貯蔵施設の調査地
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町内を回る移動販売車

山戸　孝 議員

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
、
周
辺
自
治
体

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
、
周
辺
自
治
体

の
反
対
の
民
意
は
考
慮
す
る
の
か

の
反
対
の
民
意
は
考
慮
す
る
の
か

　

①
国
の
原
子
力
政
策
の
現
状
及
び

上
関
町
を
取
り
巻
く
状
況
を
財
源
論

を
抜
き
に
し
て
み
た
時
、
町
長
は
こ

の
計
画
に
現
実
味
を
感
じ
る
の
か
。

②
周
辺
自
治
体
か
ら
反
対
の
民
意
が

示
さ
れ
た
場
合
、
判
断
基
準
と
し
て

考
慮
す
る
の
か
。
ま
た
周
辺
自
治
体

の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
か
。
③
議
論
を
尽
く
す
た
め
に
、

町
が
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
住
民

の
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
是
非
や
考
え

な
ど
を
把
握
し
て
は
ど
う
か
。
④
議

論
に
１
年
は
か
け
る
と
の
こ
と
だ
が
、

町
長
の
考
え
る
「
議
論
ス
タ
ー
ト
の

タ
イ
ミ
ン
グ
」
は
適
地
の
是
非
が
出

た
時
か
。

上
関
町
議
会
の
判
断
に

従
う
べ
き

質
問

質
問

　
①
地
域
振
興
策
と
し
て
の
中
間
貯

蔵
施
設
。
財
源
論
抜
き
と
い
う
話
に

は
な
ら
な
い
。
②
判
断
基
準
と
し
て

は
上
関
町
に
お
け
る
議
会
制
民
主
主

義
の
ル
ー
ル
で
あ
る
議
会
の
判
断
に

従
う
べ
き
。
周
辺
自
治
体
へ
の
理
解

活
動
は
国
・
県
・
事
業
者
が
行
う
も

の
。
特
に
国
が
前
面
に
立
つ
べ
き
。

③
住
民
投
票
や
ア
ン
ケ
ー
ト
は
町
民

の
分
断
を
生
む
た
め
考
え
て
い
な
い
。

議
員
の
皆
様
に
民
意
を
収
集
し
て
も

ら
い
議
論
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
④

１
年
と
い
う
の
は
目
安
。
適
地
で
あ

る
と
の
判
断
が
示
さ
れ
た
ら
、
議
員

と
し
て
議
論
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

買
い
物
支
援
、
町
の
考
え
は

買
い
物
支
援
、
町
の
考
え
は

官
民
一
体
で
買
い
物
機
会
の

創
出
を
進
め
る

　

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
買
い
物
弱

者
へ
の
支
援
の
方
法
と
し
て
は
、
移

動
販
売
や
宅
配
な
ど
で
住
民
へ
「
届

け
る
」
や
り
方
と
、
販
売
場
所
と

交
通
環
境
の
整
備
に
よ
っ
て
住
民

に
「
来
て
も
ら
う
」
や
り
方
が
あ
る
。

そ
の
支
援
に
つ
い
て
も
行
政
が
直
接

行
う
の
か
、
民
の
取
り
組
み
を
行
政

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
か
に
よ
っ

　
高
齢
者
に
限
ら
ず
全
世
帯
の
住
民

が
「
買
い
物
の
不
便
」
解
消
を
望
ん

で
い
る
。
現
在
は
バ
ス
運
賃
助
成
な

ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の

６
月
に
道
の
駅
に
お
い
て
日
用
品
な

ど
の
販
売
を
開
始
し
た
。
ま
た
今
年

10
月
か
ら
の
町
営
バ
ス
２
路
線
化
と

時
刻
表
改
正
に
よ
っ
て
利
便
性
が
高

ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
今
後
は
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
た
移
動

販
売
な
ど
の
取
り
組
み
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、「
届
け
る
」
と
「
来
て

も
ら
う
」
の
ど
ち
ら
か
一
方
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
民
間
の
サ
ー
ビ
ス

も
積
極
的
に
利
用
し
な
が
ら
官
民
一

体
で
買
い
物
機
会
の
創
出
を
進
め
て

い
く
。

て
、
町
が
や
る
べ
き
こ
と
も
変
わ
っ

て
く
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
重
点
を
ど
ち

ら
に
お
く
べ
き
だ
と
考
え
る
か
。
買

い
物
の
問
題
は
定
住
促
進
や
子
育
て

支
援
の
面
か
ら
も
大
き
な
課
題
。
町

の
考
え
は
。
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中
間
貯
蔵
施
設
計
画
に

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
に

町
長
が
期
待
す
る
理
由

町
長
が
期
待
す
る
理
由

　

町
長
は
財
源
難
と
人
口
減
少
の
解

決
策
と
し
て
中
間
貯
蔵
施
設
計
画
を

期
待
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ま

で
の
原
発
財
源
が
あ
っ
て
も
町
の
状

況
は
良
く
な
っ
て
い
な
い
以
上
、

〝
財
源
が
あ
れ
ば
町
が
良
く
な
る
〟

と
は
言
え
な
い
。
経
産
省
に
よ
る
と

原
発
立
地
自
治
体
の
人
口
減
少
率
は

全
国
平
均
よ
り
悪
い
。
中
間
貯
蔵
施

設
に
よ
る
交
付
金
は
期
間
限
定
で
あ

り
、
そ
の
財
源
に
依
存
す
る
こ
と
は

持
続
可
能
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
町

長
が
中
間
貯
蔵
施
設
に
期
待
す
る
の

で
あ
れ
ば
理
由
を
論
理
的
に
教
え
て

ほ
し
い
。

中
間
貯
蔵
施
設
の
交
付
金
を
有
効
活

用
し
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

質
問

秋山 鈴明 議員

質
問

　
町
は
財
源
不
足
と
い
う
課
題
を
か

か
え
て
い
る
が
、
財
源
さ
え
あ
れ
ば

い
い
の
で
は
な
い
。
私
は
財
源
を
有

効
活
用
し
、
様
々
な
施
策
や
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
し
た
い
。
電
源
立
地
地
域

の
、
人
口
減
少
率
が
全
国
平
均
を
上

回
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
各

地
域
が
抱
え
る
様
々
な
要
因
が
あ
る

と
国
も
認
め
て
い
る
。
中
間
貯
蔵
施

設
が
半
永
久
的
に
持
続
可
能
な
町
づ

く
り
に
資
す
る
の
で
は
な
く
、
中
間

貯
蔵
施
設
の
交
付
金
を
町
の
財
源
の

ひ
と
つ
と
し
て
有
効
活
用
し
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　「
事
前
復
興
計
画
」
検
討
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
「
住
民
意
見

の
反
映
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

事
前
復
興
計
画
の
策
定

事
前
復
興
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

に
つ
い
て

「
事
前
復
興
計
画
」
の
早
期

策
定
は
困
難

　

南
海
ト
ラ
フ
な
ど
災
害
が
い
つ
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
な
か
、
国
交

省
は
、
事
前
復
興
計
画
の
策
定
を
推

奨
し
て
い
る
。
事
前
復
興
計
画
と
は
、

災
害
後
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど

町
を
ど
う
再
整
備
す
る
か
、
災
害
前

か
ら
住
民
と
合
意
を
図
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
人
口
減
を
見
据
え
て
地

域
の
未
来
を
住
民
と
共
に
ど
う
作
る

か
と
い
う
地
域
づ
く
り
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
町
も
人
口
減
に
合
わ

せ
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
必
要
が
あ

る
な
か
、
事
前
復
興
計
画
策
定
は
有

効
だ
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

※
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

　
文
字
通
り
「
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
す

る
こ
と
」
組
織
の
規
模
を
縮
小
す
る

こ
と
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
町
の
現
状
や
課

題
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
と
協
議

す
る
こ
と
に
な
る
。
議
員
が
仰
る
と

お
り
こ
の
機
会
を
活
用
し
、
住
民
合

意
を
前
提
と
し
た
※
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
を
目
指
す
こ
と
は
有
効
的
と
認

識
し
て
い
る
が
、
職
員
不
足
な
ど
も

あ
り
、
早
期
策
定
は
困
難
。
し
か
し

な
が
ら
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に
向
け

た
協
議
は
、
町
の
目
指
す
も
の
と
し

て
進
め
て
い
く
べ
き
と
認
識
。

災害後の集落をどう描くか
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議 

会 

活 

動 

報 

告  

（
令
和
７
年
３
月
～
６
月
11
日
）

5
月
19
日

5
月
16
日

5
月
12
日

5
月
1
日

〃
4
月
25
日

4
月
15
日

4
月
7
日

3
月
27
日

3
月
26
日

3
月
21
日

3
月
17
日

月
　
日

東
部
高
速
交
通
体
系
整
備
促
進
協
議
会
定
期
総
会
（
柳
井
市
‥
岩
木
）

柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会
議
長
会
定
期
総
会
（
柳
井
市
‥
岩
木
）

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
総
会
（
東
京
都
‥
岩
木
）

熊
毛
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
田
布
施
町
‥
岩
木
）

月
例
出
納
検
査
（
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

月
例
出
納
検
査
（
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）

〃
6
月
11
日

6
月
10
日

〃 〃
6
月
6
日

6
月
4
日

6
月
3
日

5
月
29
日

5
月
27
日

5
月
26
日

月
　
日

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
）

第
２
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

第
２
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

環
境
整
備
事
業
共
同
組
合
通
常
総
会
（
岩
木
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
右
田
・
古
泉
・
岩
木
・
柏
田
・
清
水
）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
山
戸
・
山
村
・
秋
山
・
海
下
・
山
谷
）

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

第
２
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

月
例
出
納
検
査
（
海
下
）

全
国
町
村
議
長
・
副
議
長
研
修
会
（
東
京
都
‥
岩
木
）

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）
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委
員
長　

山
谷　

良
数

副
委
員
長　

海
下
竜
一
郎

委　

員　

古
泉　

直
紀

　

〃　
　

右
田
千
賀
子

　

〃　
　

山
戸　
　

孝

議会広報広聴
調査特別委員会

　

第
６
次
基
本
計
画
も
無
事
に
議
会
を

通
過
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進
み

60
歳
以
下
の
人
口
よ
り
も
60
歳
以
上
の

人
口
が
約
２
倍
に
な
っ
た
町
、
子
供
の

声
も
聞
こ
え
な
い
地
区
が
数
あ
る
現
状

の
町
、
な
ん
と
か
一
人
で
も
町
民
を
増

や
す
こ
と
を
願
う
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
町
の
指
針
で
も
あ
る

総
合
計
画
が
予
定
通
り
に
進
み
町
民
が

安
全
・
安
心
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
社

会
生
活
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
が
、
計

画
は
年
ご
と
に
見
直
す
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
の
厳
し
さ
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ

て
お
り
ま
す
が
、
希
望
を
持
っ
て
歩
ん

で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
梅

雨
が
す
ぎ
れ
ば
猛
暑
の
夏
が
待
っ
て
い

ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、お

体
に
十
二
分
に
気
を
つ
け
て
酷
暑
の
夏

を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

編

集

後

記

道の駅にヤマザキショップの道の駅にヤマザキショップの
コーナーができましたコーナーができました

地元の皆さんの
　買物の手助けに

陳
　
情

　
「
公
的
部
門
で
は
た
ら
く
労
働
者

の
賃
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採

択
を
求
め
る
陳
情
書

　
　

山
口
県
労
働
組
合
総
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　

石
田　

高
士

　
　

 

山
口
県
公
務
・
公
共
業
務
労
働

組
合
共
闘
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　

江
藤　

俊

暑 中 御 見 舞 い暑 中 御 見 舞 い
　 申 し 上 げ ま す　 申 し 上 げ ま す
　 　　 　 議 会 議 員 一 同議 会 議 員 一 同

　

次
回
定
例
会
の
初
日
は

　

９
月
９
日(
火)
の
予
定
で
す
。

皆
様
方
の
ご
意
見
・
想
い
・
投
稿

な
ど
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


